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研究成果の概要（和文）： 
科学研究費助成事業によって推進される個別研究者と、脳の遺伝子、分子、回路、システムか
ら行動、病態、計算理論などの分野の「新学術領域研究」に所属する研究者からの要望に応え
て、最先端の研究リソース・技術を提供した。また、異分野の研究者が共同で実施する研究を
積極的に支援し、異分野交流ワークショップの開催、若手研究者育成支援を行った。これによ
り、研究分野を融合する独創的な成果を多数挙げることに貢献した。 
 
研究成果の概要（英文）： 

The Comprehensive Brain Science Network (CSBN) provided individual researches 
supported by Grant-in-Aid for Scientific Research with cutting-edge resources and 
technologies, such as model animals, postmortem brain tissue, optical technologies for 
imaging and manipulation, virus vectors and more. Support covered researches on 
neuron-specific genes and molecules, synapse, network system, brain functions in disease 
states and neuro-computation. Special support was directed to collaboration between 
different fields. Workshop was held to have joint symposia among fields of peoples, to 
have a special session to let neuroscience community members share knowledge of how 
current researches are supported in Japan and discuss about future. Graduate students 
and postdoctoral fellows were supported to visit other laboratories of different field 
in Japan and abroad and learn disciplines, and award those who presented high quality 
work the CBSN Prize. These supports promoted break through from conventional approaches 
and publication of a number of papers with very high quality.    
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１．研究開始当初の背景 

文部科学省はこれまで、最初に「総合脳」（平

成10－14 年度）、次に「先端脳」（平成12

－16 年度）、さらに「統合脳」（平成17－21 

年度）を特定領域研究として設置してきたが、

この重点的な研究支援がなければ我が国にお

ける統合的・学際的脳科学研究が大きく発展

し、今日複数の専門分野で世界をリードする

水準までには至らなかったであろう。この統

合的脳科学研究の流れをさらに大きく加速・

発展させた融合的脳研究と、深化する個別的

脳研究を車の両輪として協調的にバランス良

く推進することが、21 世紀を担う脳科学に必

須である。本制度設計案では、中核拠点を設

置し、「統合脳」総括班がこれまで担ってき

たような脳科学研究全体を俯瞰的に統合する

役割を果たすとともに、広く関連分野をも含

めた研究者コミュニティを先導し、階層的か

つ多面的で異分野融合的な脳科学研究の推進

を支援する。具体的には、研究プログラムや

支援プログラムの策定、合同ワークショップ

や連携シンポジウムを通した研究者コミュニ
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ティを繋ぐネットワーク活動を行う。 

 
 
２．研究の目的 

我が国における脳科学の今後 5〜10年の重要

課題への取り組みとその解明は、科学研究費

助成事業による新学術領域研究、特別推進研

究、基盤研究、若手研究等、研究者個人の自

由な発想に基づく学術研究のみならず、戦略

的創造研究推進事業（CREST）やさきがけ等

の目標達成型基礎研究、あるいは脳科学研究

戦略推進プログラム（脳プロ）等の政策課題

対応型研究開発といった、幅広く重点的な研

究支援なしでは成立しない。また、『融合科

学』という本質を持つ脳研究においては、方

法論や視点の異なる研究を統合するネット

ワーク型の研究体制が必須であり、研究の統

合を支える基盤的組織がなければ、脳科学は

学問的、社会的要請に応えることができない。

本研究課題の目的は、ネットワーク型の研究

支援体制である『包括型脳科学研究推進支援

ネットワーク』を形成し、多次元の脳科学研

究を包括的に推進・支援することである。 

 

 

３．研究の方法 

I. 総括支援活動  

幅広い脳科学分野にわたる分野特有のリ

ソース･技術支援が、裾野の拡大と先端的研

究の生み出しに最も有効に生かされる研究

組織を構成した。脳の遺伝子・分子、神経回

路、脳システム、病態脳科学の各分野と、異

分野を融合する融合脳科学の代表的研究者

からなる「包括支援委員会」を設け、研究支

援の理念形成、活動方針と計画について意思

決定を行っている。包括支援委員会を支える

下部組織として、「将来計画委員会」、「研究

集会委員会」、「データベース委員会」、「育成

支援委員会」、「広報委員会」および「倫理委

員会」を置いた。更に、研究支援の理念形成

や活動方針と計画が適切に推進されている

かどうかを評価し、助言を与えるための役割

を担う「企画・評価委員会」を設けている。

脳科学の裾野の広い分野にわたって、基盤研

究、若手研究、新学術領域研究などの科学研

究費助成事業の支援によって活発な研究を

推進する研究者を対象に、『包括型脳科学研

究推進支援ネットワーク』の理念に基づいて、

研究集会の開催、研究リソース情報の提供、

研究者情報の提供、日本の脳科学研究全体を

俯瞰的に捉えた研究戦略の策定を行ってい

る。さらに、分野横断的な脳研究を推進する

とともに、若手脳研究者の育成を行っている。

領域代表者である木村は、事務局のサポート

を得て、包括支援委員会及びリソース・技術

開発委員会の取りまとめを行うと共に、全て

の支援活動が『包括型脳科学研究推進支援ネ

ットワーク』の理念に沿って円滑に、効率よ

く推進されるように統括した。 

（１）包括支援委員会 

・総括支援活動の方針決定と内容点検 

・リソース･技術開発支援活動に関わる支

援項目（支援内容、支援拠点、支援担

当者）の決定、支援対象の公募、審査、

決定等の方針決定と内容点検 

・次世代の研究支援制度を将来計画委員

会の立案に基づいて検討 

（２）事務局 

・研究集会の開催、研究リソース情報・

研究者情報の提供、若手研究者の育成

等を中心とする総括支援活動 

・データ融合型脳リソース構築と革新的

脳計測・操作技術開発を柱とする様々

なリソース・技術支援活動を通して、

脳科学研究者コミュニティを繋ぐネッ

トワーク活動を推進し、融合的・学際

的研究を展開できる環境の醸成を目指

す 

・領域代表、包括支援委員長とリソース・

技術開発委員長を補佐して、包括脳ネ

ットワークの組織運営の実務を担う 

（３）リソース技術開発委員会 

・13のリソース・技術拠点の活動を実施

するために、支援活動の方針の立案お

よび進捗状況の点検･評価･助言 

（４）将来計画委員会 

・日本の脳神経科学研究の現状を踏まえ

て、近い将来の研究体制の在り方、人

材の育成、脳科学関連予算の動向とそ

の対策などについて検討 

・包括脳ネットワーク研究集会を利用し

て、多様な研究者の将来に向けた議論

を汲み上げる 

・若手研究者の新鮮な意見を重視して、

委員会活動を通じた具体化を目指す 

（５）研究集会委員会 

・包括脳ネットワークを介して脳関連の大

型プロジェクトや各種研究グループと各

研究者のネットワークを形成できるよう

に企画・運営をおこなう 

・夏のワークショップの企画と運営実務 

・脳関連のシンポジウムの支援、中規模

地域連携ワークショップやテーマ設定

小規模研究会の支援 

（６）データベース委員会 

・包括脳ネットワークのホームページの作

成と運営 

・技術リソースのデータベースの構築と維

持管理 

・包括脳ネットワーク会員のデータベース

と維持管理 



・会員向け情報の発信、夏のワークショ

ップの登録受付 

（７）育成支援委員会 

・脳科学若手研究者の育成支援 

・国内研究室相互の訪問研究プログラム 

・海外研究室への訪問研究プログラム 

・新研究法・新分野・新研究領域開拓の

ための研究会 

（８）広報委員会 

・文部科学省、国民の皆さまに、脳研究

の意義をより深く理解していただくこ

とを目指す 

・包括脳ネットワークの広報活動 

・文部科学省、国民の皆さまに、脳研究

の意義をより深く理解していただくこ

とを目指す 

・顕著な研究成果を発信するにとどまら

ず、日本未来科学館、サイエンスアゴ

ラ、脳の世紀などと連携した企画や、

一般公開講演、市民のための講演会な

どの企画 

・研究者と社会とのパイプ作り 

（９）倫理委員会 

・脳研究が関連省庁で定められた法規や

学会で定められたガイドライン等に従

って遂行されるための活動を行う 

・各研究機関での倫理委員会や動物実験

委員会等において実験計画が審議・承

認されるための支援を行う 

・包括脳ネットワーク研究集会を利用し

て、多様な研究者の将来に向けた議論

を汲み上げる 

・若手研究者の新鮮な意見を重視して、

委員会活動を通じた具体化を目指す 

 

II. リソース・技術開発支援活動 

（１）精神・神経疾患研究支援の機能的ブレ
インバンク支援活動 

・精神・神経疾患の死後脳バンクの構築

（凍結脳、組織切片、DNA） 

・精神疾患患者の脳の画像情報（生前脳

イメージング）と遺伝子情報、その他

バイオマーカー（候補）等のバンク化 

・健常者の脳の画像情報（脳イメージン

グ）のバンク化 

・精神・神経疾患の死後脳解析、ゲノム

解析、臨床症状、脳イメージングなど

の組織的な研究体制の支援 

 
（２）行動解析融合型プラットホーム支援活

動 
 独創性の高い脳モデルマウス 
 独創性の高い脳モデルラット 
 独創性の高い脳ハイスループットモデ

ル動物 
 系統的脳機能行動解析 

（３）脳分子プロファイリング開発支援活動 

・神経細胞プロテオミクス 

・脳機能分子発現解析 

・グリア機能解析 

（４）大規模脳活動計測・操作システム研究
支援活動 

・脳活動計測・操作のための集積型素子

とソフトウェア 

・多数の脳神経細胞活動の同時記録と、

電気刺激、薬物注入や光照射によって

脳活動を操作薬物注入や光照射によっ

て脳活動を操作する多機能集積素子の

開発と供給 

（５）脳機能プロービング研究支援活動 
１）光技術 
２）ウイルスベクター 

・単一ニューロンにおける同時多次元計

測技術の開発支援のための可視化プロ

ーブの最適化、共通利用顕微鏡システ

ムの整備・ 改良  

・脳深部における様々な活性信号計測法

や神経活動操作法の基盤技術の開発支

援 

・次世代の神経機能イメージング・神経

活動操作技術の開発支援 

・脳の発生・発達・機能・老化・病態研

究を支援するための各種ウイルスベク

ターの作製と供給 

 
最終年度については、以下のような大項目に
再編した。 
 
I. ヒト脳機能画像解析・ブレインバンク支

援活動   
・ヒト正常脳画像解析支援活動 
・精神機能およびその障害の脳画像・脳組

織リソース提供・解析支援活動 
・日本神経科学ブレインバンクネットワー

クの構築 
II. 光遺伝学・機能分子イメージング解析支

援活動 
   光プロービング研究支援活動 
・光技術   
・ウイルスベクター   
 脳分子プロファイリング開発支援活動 
・神経細胞プロテオミクス 
・脳機能分子発現解析 

III.先進モデル動物・システム・行動解析支
援活動 

・マウス作製支援活動 
・トランスジェニックラット開発支援活動 
・ショウジョウバエと線虫の開発支援活動 
・系統的脳機能行動解析支援活動  
・神経生理研究リソース支援活動 

 
 
 
 



４．研究成果 

本支援活動の目標である階層と分野を貫く

ネットワーク型の研究支援体制の構築、個別

研究者に対する先端的研究リソース・技術の

支援、先導的な学術研究の創出と統合的な研

究の推進のいずれにおいても、目標の達成に

向けて順調に進捗した。『包括脳ネットワー

ク』の支援対象は、公募および公正な審査を

経て決定され、「研究集会開催支援」、「国内

研究室相互の訪問研究のプログラム」、「海外

研究室での技術研修や海外での技術習得コ

ース」、およびリソース・技術開発支援を行

った。この支援を受けた個別研究の成果は、

Nature 、Science、Cell、Neuron を含む一流

英文誌へと結実し、また支援拠点自体の成果

も論文として発表された。脳科学関連の新学

術領域研究と連携して開催する夏のワーク

ショップでは、異分野研究交流やキャリアパ

ス形成などの取り組みが活発に展開された。 

（１）総括支援活動：ネットワーク会員は

2200 名を超え、「ワークショップ」、「冬の

シンポジウム」への参加登録は 700 名を超え

た。3.6 億円という限られた予算を有効に活

用し、事務局、8つの委員会、13 拠点の尽力

による総括支援活動とリソース・技術開発支

援を展開することにより、異分野の研究者が

24 に及ぶ脳科学関連の新学術領域研究を中

心としたネットワークを構築し、新規の研究

リソースや研究手法を導入して多数の優れ

た研究成果を生み出した。 

（２）リソース･技術開発支援活動：今年度

より従来の 13 拠点個別の支援項目を、①ヒ

ト脳機能と精神・神経疾患の研究支援、②脳

機能の分子・細胞基盤の研究支援、③脳機能

のシステム・行動基盤の研究支援、の 3つの

大項目に再編し、リソース・技術開発支援活

動の更なる推進を図った。支援は平成 22 年

度 173 件、23 年度 177 件、24 年度 239 件、

25 年度 222 件、26 年度 267 件、27 年度 286

件であり、6 年間合計では 1,364 件の個別研

究に対してリソース･技術開発支援を行った。 

（３）生命科学系３分野（がん、ゲノム、脳）

の連携：「３分野合同シンポジウム」におい

て、支援活動を利用する個別の研究者からの

要望、支援担当者からの活動の実情、今後の

支援活動の在り方に関する活発な意見交換

をおこなった。特に今後の支援活動の在り方

については、支援活動の他分野への波及をど

のように図るべきかという議論が展開され

た。具体的には、緒に就いたばかりの３分野

による支援事業の連携が実質的に機能し、そ

の効果が他の生命科学系分野に波及するよ

うな支援体制を確立するため、次期支援事業

の枠組みとして「先進生命科学研究推進プラ

ットフォーム」の構想を提案した。 
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